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統一論題

「因果関係分析が支える

ビジネスモデル」

2007年10月19日（金）～10月21日（日）

第２会場（西校舎519教室）
司会　中川　優（同志社大学）

第 1報告 陸根孝・池星権・申成煜（釜山外国語大学・釜山大学）
「経営者─従業員の報酬構造と企業成果の関連性に関する比較
実証研究」

第 2報告 木村彰吾（名古屋大学）
「企業間管理会計設計における「貸し借り」の役割」

第 3会場（西校舎528教室）
司会　挽　文子（一橋大学大学院）

第 1報告 松岡孝介（東北学院大学）・鈴木研一（明治大学）
「固定収益会計における差異分析
 ─顧客関係性差異分析のフレームワークと事例研究─」

18:00～20:00  懇親会（北館 2 F　ファカルティクラブ）

大会第２日目　10月21日（日）
 9:45～  受付開始（北館 2階入口）

《統一論題報告（北館ホール）》
第 1報告　10:20～11:00
第 2報告　11:00～11:40
特別講演　11:40～12:10

統一論題：「因果関係分析が支えるビジネスモデル」
座　　長　小倉　昇（筑波大学大学院）

第 1報告 片岡洋人（大分大学）
「継続的改善活動におけるABCの適用：因果関係分析に関連して」
第 2報告 佐々木郁子（東北学院大学）
「フリークエンシー・プログラムを利用した固定収益マネジメント
の可能性」

特別講演　今井範行（トヨタファイナンシャルサービス㈱バイスプレジデント）
「関係性のマネジメント」

 12:10～ 昼食（各自自由）

《統一論題討論（北館ホール）》

13:30～15:00

座　　長	 小倉　　昇（筑波大学大学院）
パネリスト 片岡　洋人（大分大学）
    佐々木郁子（東北学院大学）
    今井　範行（トヨタファイナンシャルサービス㈱バイスプレジデント）

15:00　 閉　　会

	参加費等について
・参加費等は下記のとおりです。

大会参加費 4,000円
懇 親 会 費 5,000円

・ご参加の方は，同封の郵便振替払込取扱票にて10月 5日（金）
までにお振込みください。大会および懇親会へのご参加は振
込みをもって確認させていただきます。

・領収書につきましては，郵便局で発行する「郵便振替払込請
求書兼受領証」で代えさせていただきます。なお，大会当日は，
念のため，「郵便振替払込請求書兼受領証」をご持参ください。

・お振込いただいた金額につきましては払い戻しをいたしませ
んのでご了承ください。

	会場へのアクセスについて

JR山手線、京浜東北線　田町駅下車(徒歩約8分）
都営地下鉄浅草線および都営地下鉄三田線　三田駅下車(徒歩約7分）
都営地下鉄大江戸線　赤羽橋駅下車(徒歩約8分)

キャンパスまでの案内図およびキャンパスマップは，
次のURLアドレスをご参照ください。
 http://www.keio.ac.jp/img/access/mi_map.gif

	会員控え室について
513教室をご利用ください。（10月20日（土）のみ）

	昼食について
大学周辺の飲食店等をご利用ください。

	お問い合わせについて
お問い合わせは，下記の大会準備委員会宛にEメールまたは郵便
にてお願いいたします。
Eメール  jcaa2007@fbc.keio.ac.jp
〒108-8345 東京都港区三田 2-15-45
   慶應義塾大学商学部　吉田栄介研究室気付
   日本原価計算研究学会　第33回全国大会準備委員会

慶應義塾大学

三田キャンパス

東京都港区三田 2-15-45



日本原価計算研究学会
第33回全国大会のご案内

会員各位
　残暑の候，会員の皆様にはますますご清祥のこととお慶び申し上
げます。
　さて，第33回全国大会のプログラムができあがりましたので，ご
案内申し上げます。本年度の大会は，「因果関係分析が支えるビジ
ネスモデル」と題する統一論題の下で開催されることになりました。
企業組織内のさまざまな係数の因果関係や，企業内の係数と市場の
係数との因果関係などを経営管理に活用するためのモデルを取り上
げて議論していただくことにしました。どうぞ万障お繰り合わせの
うえ，ご参加くださいますようお願い申し上げます。
　つきましては，ご出席の方は同封の振込用紙の所定欄に必要事項
をご記入のうえ，10月5日（金）までに大会参加費などをお振り込
みくださいますようお願い申し上げます。

  2007年 8月15日

　　日本原価計算研究学会　　
第33回全国大会準備委員会
準備委員長　横田　絵理
準備副委員長　園田　智昭

大会日程表

10月19日（金）
14:00　学会賞審査委員会
15:30　常任理事会
17:30　理事会

10月20日（土）

 9:00　受付開始
 9:30　自由論題報告①
11:05　自由論題報告②
12:30　昼　食
13:30　会員総会
14:45　自由論題報告③
16:20　自由論題報告④
18:00　懇親会

10月21日（日）

 9:45　受付開始
10:20　統一論題報告
12:10　昼　食
13:30　統一論題討論
15:00　閉　会

理事会・学会賞審査委員会等スケジュール　10月19日（金）
14:00～　学会賞審査委員会（北館会議室2）
15:30～　常任理事会（研究棟会議室A）
17:30～　理事会（研究棟会議室A）

大会第１日目　10月20日（土）
 9:00～　受付開始（西校舎 1階入口）

《自由論題報告①》 第 1報告　 9:30～10:10
第 2報告　10:15～10:55

（報告時間30分　質疑応答10分）

第１会場（西校舎517教室）
司会　福田淳児（法政大学）

第 1報告 福島一矩（慶應義塾大学大学院博士課程）
 「業績評価の納得性とモチベーションに関する試論」
第 2報告 内山哲彦（千葉大学）
 「日本企業における成果主義と会計情報との係わり」

第２会場（西校舎519教室）
司会　中村博之（横浜国立大学）

第 1報告 奥倫陽（専修大学大学院博士課程）
 「サービスレベル・アグリーメントとレディネス評価」
第 2報告 岩渕昭子（東京経営短期大学）
 「CSRはコーポレート・レピュテーションの修復に役立つか」

第３会場（西校舎528教室）
司会　長谷川惠一（早稲田大学）

第 1報告 前田貞芳・金　承子（武蔵大学）
 「グローバル環境下における経営管理技法の移転に関する研究
  ─日韓における実例と評価─」
第 2報告 松尾貴巳（神戸大学大学院）・大浦啓輔（神戸大学大

学院）・新井康平（神戸大学大学院博士課程）
 「ABC導入が財務成果に与える影響についての経験的研究」

《自由論題報告②》 第 1報告　11:05～11:45
第 2報告　11:50～12:30

（報告時間30分　質疑応答10分）

第１会場（西校舎517教室）
司会　大坪宏至（東洋大学）

第 1報告 渡邊直人（早稲田大学大学院博士課程）
「内発的動機づけおよび戦略に整合した活動に対する意識間の    
因果関係─福井県済生会病院における事例研究─」

第 2報告　荒井　耕（大阪市立大学大学院）
 「手術領域における原価・価格関係の実証分析
 ：RCC法の妥当性と採算性の検証」

第２会場（西校舎519教室）
司会　吉田栄介（慶應義塾大学）

第 1報告 岡野憲治（松山大学）
「アメリカ国防総省における管理会計の展開─LCC（Life Cycle 
Costing）とPPBS（Planning， Programming and Budgeting 
System）の展開を中心として─」

第 2報告 外山咊之（東京電機大学非常勤講師，アヴィクス株式会社）
「Activity And Architecture Based Costing （Triple-ABC）への
アプローチ」

第３会場（西校舎528教室）
司会　会田一雄（慶應義塾大学）

第 1報告 林　久嗣（名古屋大学大学院博士課程）
「品質・原価・開発期間をバランスさせる目標原価設定のしくみ」
第 2報告 新江　孝（日本大学）・伊藤克容（成蹊大学）
「組織文化と管理会計システムとの関係性－組織文化マネジメ
ントの視点から－」

12:30～    昼食（各自自由　会員控室：513教室）
13:30～14:30  会員総会（519教室）

《自由論題報告③》 第 1報告　14:45～15:25
第 2報告　15:30～16:10

（報告時間30分　質疑応答10分）

第１会場（西校舎517教室）
司会			山本達司（名古屋大学大学院）

第 1報告　高見茂雄（立正大学）
「工作機械メーカーの設備投資行動
 ─有形固定資産明細表データによるVAR分析」

第 2報告 清水信匡（法政大学）　加登豊（神戸大学大学院）
    坂口順也（関西大学大学院）　河合隆治（桃山学院大学）
「マネジメントプロセスとしての設備投資の実態分析
 ─郵送質問票調査からの発見事項─」

第２会場（西校舎519教室）
司会　清水　孝（早稲田大学）

第 1報告 長谷川泰隆（麗澤大学）
「コンベンショナリズムに埋没するリコールコスト」
第 2報告 梶原武久（神戸大学大学院）
「品質コスト測定による効果：サーベイデータに基づく分析」

第３会場（西校舎528教室）
司会　渡辺康夫（早稲田大学大学院）

第 1報告 青木章通（専修大学）
「サービス産業におけるイールド・マネジメントと顧客価値管
理との統合」

第 2報告 島田康人（名城大学）
「顧客別収益性分析の実施状況と企業経営」

《自由論題報告④》 第 1報告　16:20～17:00
第 2報告　17:05～17:45

（報告時間30分　質疑応答10分）

第１会場（西校舎517教室）
司会　末松栄一郎（埼玉大学）

第 1報告 堀井悟志（愛知産業大学）
「回収期間法と貨幣の時間価値
 ─新日本製鐵株式会社の事例より─」

第 2報告 篠田朝也（滋賀大学）
「わが国上場企業における資本予算評価手法の実態調査」




